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　呼吸性移動によるシンチグラムのボケは，病変の検

出能を劣化させる。ガンマ・カメラの分解能が向上し

た今日，その性能をフルに発揮させるには，呼吸性移

動のある臓器（特に肝，腎など）では，呼吸停止下の

撮像か，呼吸性移動の補正が必要である。しかし呼吸

停止法は，放射性医薬品の大量投与を要し，被曝線量

を増大させる。また呼吸位相にゲート機構をかけたり，

コンピユータを用いたりして種々の呼吸性移動の補正

法が発表されているが，どれも実際的ではなく，広く

臨床に応用されるに至つていない。

　今回我々は，PhO／Gamma　LFOVガンマ・カメラ

に，アクセサリーであるMotion　Corrθctorを装着し，

フアントムを用いた基礎的検討と，肝スキヤンにおけ

る臨床応用を試みた。これは，体動・呼吸性移動によ

るシンチグラムのずれをアナログ回路により補正する

もので操作は極めて簡単で，ゲート機構を用いる場合

と異なり補正を行つても撮像時間は増大せず，またコ

ンピユータを用いた場合と異なり解像力が落ちず，安

あがりである。

　フアントム実験は，肝スライス・フアントムを用い

全身スキヤン用ペッドを手動でカメラの視野内を動か

しスキヤンを行つた。補正を行わない場合は，ボケが

大きく，欠損の検出はほとんど不可能であつたが，補

正を行つた場合は，静止状態とほとんど同じで最小欠

損まで検出できた。

　臨床例は，肝スキヤン正面像をマイクロ・ドツトイ

メージヤーを用いて撮像し，補正を行つた場合と行わ

なかつた場合と比較した。昭和53年5月20日より

昭和53年5月中旬までに肝スキヤン約70例の比較
が可能で，呼吸障害のない大多数の例では，辺縁がシ

ヤープになつたが，大きさ，形には大差を認めなかつ

た。呼吸の深い症例や，強制過呼吸をさせた症例では

補正による効果が著明であつた。患者の呼吸以外によ

る体動にも，補正効果が認められた。
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　　　〔目　的〕

　現在二核種同時測定したときの画像演算処理として

最も一般的に行なわれているものに，75Seセレノメチ

ォニンと99ntT・フィテート，（又は，198Auコ。イド）を

使用した旺膵のサブトラクション法がある。この画

像演算処理する際の問題点，及び最適条件について基

礎的，臨床的検討を行った。

　この他に，67Gaクエン酸ガリウムと99mTcフィテート

を用いての腫瘍シンチ，1331ヒプランと99mTcDTPA

の腎機能シンチについても同様に行った。

　　　〔使用装置及び実験方法〕

　データ収集に用いたカメラは，サール製LFOVガ

ンマカメラ（アンガー型），データ処理装置としては

シンチパック200，（24K）を使用した。エルシント
製ホールポディスキャナーについても同様測定した。

　直径10cmメのシャーレに各々の組合せの核種で種々

の放射能濃度のものを入れ二核種同時計測を行った。

さらに各々の核種を入れた2個のシャーレを一部重ね

た測定もした。また臓器フアントムを用いた測定も行

った。

　　〔演算方法等の検討〕

　これらの測定デーダ及び臨床データについて次のよ

うな検討を行ったので結果を報告する。

①収録したデータについての演算の効果

②二核種の放射能の比率をどのような割合にした

　　ら良いか

③サブトラクションの場合の係数の求め方

④データ処理に於てスムージング等の処理

Presented by Medical*Online


	0802



